
 

第１回 「片利用共通接続システム」の構築に向けた検討会 

 

議 事 概 要 

 

日時：平成２９年３月３日（金）１０：３０～１２：００ 

場所：中央合同庁舎３号館４Ｆ総合政策局局議室 

 

 

【委員からの主なコメント】 

 

○ 「片利用共通接続システム」により10カードの片利用の導入が促進され、今後、増加

する外国人旅行者等旅客の利便性向上が期待されるため、システムの趣旨に賛同する

とともに、協力できるところは協力したい。 

 

○ 10 カードの片利用は、どの地域から導入するのが適当かという点、ランニングコスト

がどの位になるかという点が今後の検討課題ではないか。 

 

○ 地域の交通事業者にとっては、イニシャルとランニングのコストが大事。概算でも、

どれぐらいの幅でコストがかかるのかということがわかれば、地域の交通事業者が非

常に検討しやすくなるのではないか。 

 

○ 構築フェーズの初期費用は、最初の参画地域が、負担が大きくなるといった不平等感

が生じないよう、配慮が必要ではないか。 

 

○ 地域の交通事業者が 10 カードの片利用を導入するかは、トータルでどのぐらい負担

しないといけないかという判断になる。「片利用共通接続システム」により、システ

ム開発費や試験費等按分できるコストもあれば、地域側で導入する車載器の改修等按

分できない部分のコストも当然あり、そこも含めて議論が必要ではないか。 

 

○ 既に具体的に導入に向けたスケジュールを設定して検討が進んでいる地域もあり、ス

ケジュールとコスト次第ではないか。 

 

 

以 上 


